
地質学雑誌　第122巻　第12号（通巻1455号）付録　平成28年12月15日発行（毎月1回15日発行）

日本地質学会News
Vol.19  No.12  December  2016

表紙.indd   2 2016/12/27   17:27



　ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140−8−28067
　40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　�中央構造線のネオテクトニクス—その意義と問題点—．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　�中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　�シーケンス層序学—新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻—マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　�Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan—　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　�構造地質　特別号—21世紀の構造地質学にむけて—．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒350円
第 51 号　�地震と地盤災害—1995年兵庫県南部地震の教訓—．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　�オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　�本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900 

円，〒360円
第 54 号　�タフォノミーと堆積過程—化石層からの情報解読—小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　�地震イベント堆積物—深海底から陸上までのコネクション—藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒350円
第 59 号　�沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

 リーフレットシリーズ
　大地の動きを知ろう—地震・活断層・地震災害—　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地のいたみを感じよう—地質汚染Geo−Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地をめぐる水—水環境と地質環境—　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
　日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

 地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
　１．箱根火山たんけんマップ—今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
　２�．屋久島地質たんけんマップ—洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい—　2009年３月発行　会員頒価300円
　３�．城ヶ島たんけんマップ—深海から生まれた城ヶ島—　2010年９月発行　会員頒価300円
　４�．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん—樹海にかくされた溶岩の不思議—　2014年３月発行　会員頒価300円
　５�．長瀞たんけんマップ—荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう—　2016年２月発行　会員頒価300円

 地質リーフレットシリーズ
　１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

 下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

 電子書籍シリーズ
　地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］　定価1,380円

 講演要旨集ほか
　第118年見学旅行案内書（2011年水戸）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第117年学術大会講演要旨（2010年富山）	 会員頒価4,000円，〒500円
　第117年見学旅行案内書（2010年富山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第116年見学旅行案内書（2009年岡山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第115年見学旅行案内書（2008年秋田）	 会員頒価2,500円，〒500円
　※�このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

 フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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事務局年末年始休業：12/29～1/4

2017年度会費口座引き落し
引き落し予定日：2016年12月26日（月）

詳しくは，ニュース誌 11 月号または学会HP参照．

日本地質学会名誉会員候補者の募集が開始されます

募集期間：2016年12月20日（火）〜2017年２月10日（金）
推薦できる人：日本地質学会会長・副会長，理事，専門部会長
名誉会員候補となる人：75 歳以上の日本地質学会会員
その�ほか候補となる条件：例えば，，，地質学への顕著な貢献／地
質学会の運営と発展への貢献／教育現場や企業などでの活動
を通じた地質学の普及と振興への貢献など

＊上記「推薦できる人」以外の会員は，候補者を直接推薦するこ
とはできませんが，「推薦できる人」への情報提供をすることが
できます．

名誉会員推薦委員会　山本高司

もくじ.indd   1 2016/12/14   16:22
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本会以外の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

ご案内

第21回「震災対策技術展」横浜

　首都直下地震，南海トラフ地震等の発生が
想定される大地震，そして近年巨大化する自
然災害に備えるべく，第21回「震災対策技術
展」横浜が，パシフィコ横浜にて開催されま
す．
　本展は，地震・自然災害をテーマとした技
術見本市であり，幅広く災害に備え，地域の
防災意識の向上を目的に開催，最新の災害対
策技術の他，有識者によるセミナーも同時に
開催されます．

日時：2017年 2 月 2 日（木）～ 3 日（金）
　　　10：00～17：00
会場：パシフィコ横浜
参�加費：無料（要招待状，ホームページにて

お申込みいただけます）
震災セミナー（一部紹介）
　展示会と同時に地震・災害対策の最新情報
を発信するセミナーが76セッション開催され
ます．聴講申込みは，「震災対策技術展」ホ
ームページより受付開始します．

　・「我が国の巨大地震対策について」内閣
府（廣瀬昌由氏）

　・「地震調査研究推進本部の活動」文部科
学省（中村雅基氏）

　・「国土交通省における南海トラフ巨大地
震・首都直下地震，大規模水害対策」
国土交通省（祢津知広氏）

　・「東京水没」　関西大学（河田惠昭氏）
　・「熊本地震の教訓　～想定される首都直

下地震への備え～」東京大学（平田　
直氏）

　・「災害リスクマネジメントについて（仮）」
防衛大学校（矢代晴実氏）

　・「地震時のライフライン途絶に備えるた
めに」岐阜大学（能島暢呂氏）

　・「熊本地震から295日」被災地の現状と課
題」熊本県弁護士会災害対策本部所属

（鹿瀬島正剛氏）
https://www.shinsaiexpo.com/yokohama/

第51回日本水環境学会年会

期日：2017年 3 月15日（水）～17日（金）
会場：熊本大学黒髪キャンパス（熊本市中央
区黒髪 2 -39- 1 ）
15日（水）：口頭発表, ポスター発表, クリタ
賞およびライオン賞の発表と審査, ランチョ

教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

海洋研究開発機構研究職
もしくは技術研究職公募

募�集対象部署　　海洋掘削科学研究開発セン
ター（ODS）

【研究内容】
・掘削孔・掘削試料を利用した地殻活動と

物質循環の動態に関する研究開発
・海洋・大陸のプレートとマグマの生成なら

びにそれらの変遷過程に関する研究開発
・掘削科学による新たな地球内部の動態解

明に関する研究開発
【業務内容】
　掘削によって得られた試料やデータなどの
分析・解析を行い，掘削科学の新たな可能性
を切り開くための研究開発を行います．なお
当センターでは，地下から得られる多種多様
な情報を有機的に統合することで地球現象を
動的変動を含めて理解することを目指す「掘
削情報科学」を推進しております．
＜関連する専門分野＞
　構造地質学，地球物理学，岩盤工学，地球
化学，情報科学，岩石学，堆積学，資源工
学，岩石物理学，地下探査工学など
応募資格

【学歴】
研究職：当該研究に関連する分野の博士号取
得者および優れた研究業績を有する者．

日本地質学会に寄せられ
た候補者の募集・推薦依
頼等をご案内いたしま
す．

各賞・
研究助成

「消防防災科学技術研究推進制度」
平成29年度研究開発課題の募集

「消防防災科学技術研究推進制度」は，消防
防災行政に係る課題解決や重要施策推進のた
めの研究開発を委託する競争的資金制度で
す．
　平成29年度は，「科学技術イノベーション
総合戦略2016」（平成28年 5 月24日閣議決定）
等の政府方針や消防防災行政における重要施
策等を踏まえ，下記のとおり研究開発課題を
募集します．

1 ．募集期間
平成28年12月 5 日（月）～平成29年 2 月 6 日
（月）17時まで

2 ．対象とする研究開発課題 
○テーマ設定型研究開発

消防庁があらかじめテーマを設定したもの
（重要研究開発プログラム/重要施策プログ
ラム）

○テーマ自由型研究開発
研究者が自ら設定したテーマによる提案を
受け付けるもの（現場ニーズ対応型/研究

ンセミナー「水環境分野で働く女性たち」
16日（木）：口頭発表, ポスター発表，特別講
演会，表彰式（水環境文化賞・みじん子賞・
クリタ賞・ライオン賞・国際活動賞（いであ
活動賞）・国際招聘賞（JSWE- IDEA Water 
Environment International Exchange 
Award）），学生向けランチョンセミナー「ビ
ジネスガイダンス」，見学会，懇親会
17日（金）：口頭発表，団体会員会社紹介

参加申込期日：2017年 2 月20日（月）24:00

問い合わせ先
（公社）日本水環境学会　第51回年会係
〒135-0006　東京都江東区常盤 2 - 9 - 7 グリ
ーンプラザ深川常盤201号
Tel：03-3632-5351
E-mail：nenkai＠jswe.or.jp（メール送付の
際には＠を半角としてください）
WEBサイト　https://www.jswe.or.jp/guest/ 
entry.php

技術研究職：当該研究もしくは研究開発に関
連する分野の博士号取得者および優れた研究
業績を有する者．※国籍・性別を問いません．
勤務地：国立研究開発法人海洋研究開発機構　
横浜研究所
採用形態

【募集人数】　若干名
【雇用形態】　任期制職員（定年職員への移行
審査資格有り）

【雇用期間】　平成29年 7 月 1 日～平成34年 3
月31日
応募締切　平成29年 2 月 3 日（金）　必着
※ただし，応募者数が想定する人数に満たない
場合は，募集期間を延長することがあります．
この他公募情報の詳細は，下記よりご確認下
さい．
http://www.jamstec.go.jp/recruit/details/
ods20170203.html

お問い合わせ先
国立研究開発法人海洋研究開発機構
人事部　人事第 2 課　担当　庵原
TEL 046-867-9415　　FAX 046-867-9095
E-mail：jinji2@jamstec.go.jp
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紹　介

海洋底科学の基礎

日本地質学会
「海洋底科学の基礎」

編集委員会 編

2016年09月14日，共立出版，B 5 判，408
ペ ー ジ，6,300円 ＋ 税，ISBN 978-4-320-
04729-7

　2015年から2016年にかけて，世界と日本で
は，海洋科学，特に海洋地球科学に関する多
くの書籍が出版された．今回紹介する表記の
書物は，地質学会の内部に設けられた本書の
ための編集委員が，現代の本邦最高の布陣

（実に68名に達する）を組んで，深海底科学
（主として海洋底地球科学のうち，地質学，
古生物学（地史学），環境学，地球物理学，
テクトニクスなどを中心にして）の，最新の
研究方法と実際の研究成果のポイントを整理
したものである．研究手法の基礎から応用ま
で，原理・概念から実例までをほとんどくま
なく網羅した，規模も内容も最大最高の研究
教育ハンドブックであるといえる．中心とな
って編集の労を取った方に最大の祝辞を送り
たい．

　今般，われわれの周辺や世界には，さまざ
まな事件，現象が起きているが，それらは自
然科学でないとしても（もしくは，それだけ
に関わることだけではなくとも），多くが地
球科学とその周辺の分野に関わることであ
り，社会現象にまでなっており（たとえば，

成果実用型/地域スキーム導入型/新手法開
発型）

※平成29年度は，テーマ設定型研究開発を優
先的に採択することとしています．

3 ．応募方法
公募要領に従い，府省共通研究開発管理シス
テム（e-Rad）により応募を行ってください．

詳しくは，http://www.fdma.go.jp/neuter/
topics/fieldList4_2/h29koubo.html

問い合わせ先
消防庁総務課（消防技術政策担当）
中越・小林
Tel：03-5253-7541　Fax：03-5253-7533
e-mail<o.kobayashi@soumu.go.jp>

第48回（平成29年度）
三菱財団自然科学研究助成

助成の趣旨：近年の自然科学の進歩はめざま
しく，各学問分野の研究の深化はもとより分
野間の相互作用によりつぎつぎに新たな研究
領域が誕生しつつあります．このような状況
のもとで自然科学のすべての分野にかかわる
独創的かつ先駆的研究を支援します．さらに
既成の概念にとらわれず，新しい発想で複数
の領域にまたがる研究に対しても大きな期待
をよせ，助成します．

助成総額：約2億8千万円（1件2千万円以内）

応募期間：平成29年 1 月10日（火）～ 2月 7
日（火）（必着）

【申込書提出先】
公益財団法人　三菱財団事務局
〒100-0005　東京都千代田区丸の内 2 丁目 3
番 1 号
三菱商事ビルディング21階
Tel．03-3214-5754
Fax．03-3215-7168

応募方法の詳細は，HPをご参照下さい．
http://www.mitsubishi-zaidan.jp

戦略的創造研究推進事業
ERATO研究総括候補の推薦募集

ERATOの目的：科学技術の源流をつくり，
社会・経済の変革をもたらす科学技術イノベ
ーションの創出に貢献．
ERATOの概要：戦略的創造研究推進事業
ERATO研究は，1981年に発足した創造科学
技術推進事業を前身とする歴史あるプログラ
ムです．ERATOでは，卓越したリーダー

（研究総括）のもと，多様なバックグラウン
ドを持つ若手研究者が結集し，時限的なプロ

ジェクトの中で独創性に富んだ探索研究を実
施します．これまでに127プロジェクトが発
足し，ノーベル賞の受賞につながった研究な
ど多くの優れた研究が行われ，新産業を生み
出しています．このためERATOの仕組みは
海外からも高く評価されています．

運営体制：研究機関とJSTが協働でプロジェ
クト運営にあたる協働実施体制でプロジェク
トを運営します．
プロジェクト期間：環境整備期間0.5年，プ
ロジェクト実施期間5.0年の計5.5年．
予算：研究計画をもとに，JST研究主監等が
設定いたします．
推薦者（研究総括候補者を推薦する方）の要
件：
大学，公的研究機関，民間企業の研究開発部
門等に所属し，研究開発経験のある方（個
人）であればどなたでもご推薦いただけま
す．なお，下記の点にご注意ください．
・ 自薦は不可とします．
・ 推薦者 1 人あたり，5 名まで推薦できるも

のとします．
被推薦者（研究総括候補者）の要件：
・ 研究プロジェクトの指揮を委ねるに相応し

い優れた研究者であること
・ 指導力及び洞察力を備え，若い研究者を触

発し得る研究者であること

募集期間：メールによる推薦は年間を通して
随時受け付けています．
詳しくは，

【URL】http : //www. j s t .go . jp/era to/
application/index.html

問い合わせ先
国立研究開発法人科学技術振興機構
研究プロジェクト推進部 ERATO推薦公募担当
〒102-0076　東京都千代田区五番町 7  Ｋ’s五
番町
Tel：03-3512-3528　Fax：03-3222-2068

（募集専用） E-mail：erato-suisen@jst.go.jp
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希元素資源，温暖化などの環境問題，災害な
ど），地政学，地勢学などの書物も出版され
ている．地球科学は，物理，化学，生物学を
地球・惑星・宇宙に適用して，時間軸の元で
議論するのであるが，近年特に大発見が続く
もの故，目が離せないと同時に，時ごとにそ
れを上手にまとめないと，ついていけなくな
る．素粒子論と宇宙論の統合的な理解が重要
だとの理解ができたと思っていると，すぐダ
ークマターと恐竜絶滅を結び付ける書物が同
一著者（リサ・ランドール）により出版され
たり，人類の歴史と将来を，生物学的だけで
なく，社会学，文化論，歴史論と結びつける
書物（ユヴァル・ノア・ハラリ）が，ベスト
セラーになる事例などは，それらとは一見関
係が薄いとも思われるわれらが地球科学者に
も，教訓的ですらある．

　こうした状況で，わが国が誇る深海掘削船
「ちきゅう」とそれを取り巻く多くの研究フ
リート群を運行する機関（特にJAMSTEC），
および各研究教育機関（大学などや，国立研
究開発法人，そのほかの機関）に属する研究
者・技術者（技官）や学生らの努力には，頭
が下がる思いである．本書は，そうした人々
のための最適のガイドブック，ハンドブック
である．すでに15年近くもたつだろうが，か
つて日本地質学会によって企画され，同じ出
版社から出版されたフィールドジオロジーシ
リーズも好評を博していると聞くが，その応
用ともいえる海洋調査も，ある種のフィール
ドワークである．今回その深海底科学の本書
が出版されたことを喜びとしたい．なお，本
書は，タイトルに基礎とあるが，概念・理
念・研究史などのほかに，現象やその原理，
観測・解析・試料準備などの技術面にも十分
にページ数を割いているばかりでなく，今日
的なトピックスに関しても，若手・中堅研究
者の新知見を盛り込んでおり，応用的側面も
十分持っている．

　海洋関係，特に深海の研究は，ほかの分野
と比べ，多くの特徴がある．最大のものは，
ほとんどが陸上に生活する人類には目に見え
ないことを対象としているというである．さ
らに非常に広大な 3 次元海水空間（そのほと
んどが，本書のタイトルにある，深海底であ
る）が，時間軸の中で変遷していることであ
る．つまり，海洋の器である深海盆の多くが
プレートの動きに関連してその位置や形態を
変えることである．それが，また陸上の地形
や気候などを変えることである．海洋や深海
の現象は，我々を巡る環境・資源・災害など
に直接にかつ 4 次元的に影響を与え，しかも
それに切れ目がなく，またその変化や動きの

速度が意外に速いことであり，ポジティブな
面（資源や観光），ネガティブな面（公害や
災害）両者に直接することである．それらの
多くは我々を支えもするが，将来の蓋然性に
関しては未来予測が難しいこともあり，我々
を不安がらせもする．こうした状況では，海
洋を知ることが世界を知ることに不可欠であ
ると言っても過言ではない．そのためには，
新しい概念や定義を的確かつ発達史的に理解
し，我々はどこへ行くのか？との未来予測に
ある程度の範囲の想定をもたらせなければな
らない．そのためには，目先の現象だけにと
らわれることなく，数億年単位での全地球の
理解が不可欠である．それらの研究は，対象
が広いこと，様々な科学技術を結集させなけ
ればならないなどの故に，ビッグサイエンス
化している．そうした科学の進歩の中にある
我々が，自らを見失わないためには，周辺の
事象（今回は深海底）の研究の世界のレベル
を意識して，それに果敢に取り組むと同時に，
その正確度・均一性を高めないといけない．
それが本書で強調されている観測や記載の研
究手法の開発や維持・教育・継承であろう． 

　本書の構成は，16の章と索引，などからな
り，その内容はおおよそ以下のようなもので
ある．1 章の「はじめに」と 2 章の「海底地
形」では，研究史が手際よくまとめられてい
るだけでなく，海洋底を作るプレートとその
研究手法の概略が深海掘削船「ちきゅう」乗
船者を目安にくまなくまとめられており，ま
た海底地形の実例が紹介されている． 3 章で
は地球物理探査，4 章の海洋底試料の採取で
は，潜水と掘削やドレッジなどによる地層や
岩石試料の採集方法，5 章から 8 章ではそう
して得られた試料の船上・陸上での記載方法
に関して，生物遺骸（化石），火成岩，堆積
物と堆積岩などについて，「ちきゅう」乗船
時とその後の陸上研究を基本的な対象として
記されている．9 章から11章では，非破壊計
測や物理的・化学的性質の測定や分析，孔内
計測などが記されている．12章以降は，やや
トピカルな話題の成果のレビューともいえ，

「ちきゅう」による近年の目覚ましい新知見
の手際のよい紹介となっている．すなわち，
12章　過去の気候変動を明らかにする，13章　
地下生物圏と地殻内物質循環，14章　付加体
と地震発生帯掘削，15章　海嶺と大洋底，16
章　固体地球のサイクルと表層との相互作用　
である．その後，索引，あとがき，執筆者一
覧で，408ページに及ぶ大冊が終わる．文献
は，各章ごとに示されている．また，索引で
は，日本語だけでなく，英語の索引も別掲さ
れており，海洋研究のほとんどの現場では，
英語が標準言語であることに留意されている．

　本書は，研究の概念・歴史・手法などの詳
細で正確で，最新の記述に加え，実例が豊富
な図とともに示されていることが一大特徴で
ある．現在も，「ちきゅう」を初め世界に冠
たる日本の研究船によって，日ごとに新しい
知見が加えられてはいるが，今日の時点の最
新の考えや成果が盛り込まれていると言って
よい．実例は，「ちきゅう」を中心とはする
が，その研究航海に先立つ，諸情報の取得，
いわゆるサイトサーベイに関しても詳しい記
述がある．また，特に日本人研究者よる世界
的な発見に関して，トピックというコラムを
設けて，その一線の研究者に登場願っている
ところは，心憎い．たとえば，プチスポット
やガスハイドレート，地下生物圏研究，高解
像度年代層序，地震発生帯掘削などである．

（これらは日本の若き研究者群の最大級の成
果である）．これらが68名におよぶ第一線の
研究者によって直々に記述されたにもかかわ
らず，非常に統一された文章，文体であり，
読みやすい．また，図の多くが，特定の学派
などによらない，公正さが見られる．また，
裏表紙や口絵に，実際の研究教育現場で役に
立つ各種のチャートが示されているのもあり
がたい．新しく作るのはさぞかし大変な作業
であったろうと思われるものも含まれる．

　JAMSTECの平理事長による「巻頭言」，
「はじめに」および「あとがき」，さらに出版
社の言葉にもあるように，本書は，「海洋科
学掘削を縦糸に，そこから派生するさまざま
な科学的手法を横糸にして，研究航海の策定
から，事前調査・乗船研究・陸上研究に参加
し，割り振られた任務を遂行するために必要
な知識，そして海洋底科学が目指す方向など
について，一冊でカバーできるように意図し
て編集された．海洋国家あるいは海洋研究国
家でもある日本の，めざましい研究成果を余
すところなく盛り込んだ」，ということであ
り，これから海洋地球科学（特に固体地球科
学，環境地球科学など）を研究テーマにした
い，と考えている学部学生，大学院生，また
すでに研究者となってはいるが，今後この方
面へ進出しようと考えている（いつ始めても
遅くはない）方々，研究・教育の現場の方々

（研究船の運航の労を取られている方々，教
官や，技官，研究者，インタープリターなど）
に，ぜひ，座右の書として，また実際研究船
に乗ることになった方々に，ハンドブックと
して必携のものになるだろう．本書を多くの
方々に推薦する次第である．

（小川勇二郎）
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C A L E N DAR
2016.12～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2016年
�月　December

（協）第32回ゼオライト研究発表会
12月１日（木）〜２日（金）
場所：タワーホール船堀
テーマ：ゼオライト，メソ多孔体，およびそ
の類縁化合物に関連した研究の基礎から応用
まで
http://www.jaz-online.org/index.html

○第２回防災学術連携シンポジウム
「激甚化する台風・豪雨災害とその対策」
12月１日（木）　10:00 〜 18:00
場所：日本学術会議講堂
http://janet-dr.com/07_event/event13.html

○原子力機構東濃地科学センター：
地下環境シンポジウム
12月 3 日（土）
場所：地域交流センター「ときわ」（岐阜県
瑞浪市内）
入場無料
https://www.jaea.go.jp/04/tono/

○第16回東北大学多元物質科学研究
所研究発表会
12月 7 日（水）～ 8 日（木）
場所：東北大学片平さくらホール
http://www2.tagen.tohoku.ac.jp/general/
event/meeting/2016/index.html

○平成28年度国総研講演会
12月 8 日（木）10:15 〜
場所：日本消防会館ニッショーホール（港区
虎ノ門 2 - 9 -16）

「生産性向上」，「維持管理・競争力強化」，
「防災・減災」の 3 つの一般セッションを設
定し，最前線の研究成果等を講演します．
http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/kouenkai/
kouenkai2016/kouenkai2016.htm

○第15回地圏資源環境研究部門研究
成果報告会
CO2地中貯留の実用化に向けて－技術課題と
産総研の役割－
12月 9 日（金）13:30～17:25
場所：秋葉原ダイビル・コンベンションホール
ht tp s : / /un i t . a i s t . g o . j p /ge o r e s env/
information/20161007.html

○第193回地質汚染イブニング・セミ
ナー
12月16日（金）18:30～20:30
場所：北とぴあ901会議室
講師：宮崎　毅（東京大学名誉教授）
テーマ：土壌層と水循環
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

○地質学史懇話会
12月23日（金・祝）13:30 〜 17:00
場所：北とぴあ８階803号室
眞島英壽：「日本海拡大と地球科学の方法論」
石原舜三：「日本の花崗岩研究史」

2017年
1月　January

（協）第14回岩の力学国内シンポジウ
ム：JSRM2017 〜人類の未来を支え
るフロンティア研究と岩の力学〜
１月10日（火）〜 12日（木）
場所：神戸大学百年記念館
http://rock.jsms.jp/jsrm2017/

○第194回地質汚染イブニング・セミ
ナー
1 月27日（金）18:30～20:30

場所：北とぴあ901会議室
講師：古野邦雄（元千葉県環境研究センター
主席研究員），高嶋　洋（野田市道路管理課
主査）
テーマ：関東地下水盆管理と水循環基本法
http://www.npo-geopol.or.jp/event.htm

2月　February
○第21回「震災対策技術展」横浜
2 月 2 日（木）～ 3 日（金）10:00～17:00
場所：パシフィコ横浜
参加費無料
https://www.shinsaiexpo.com/yokohama/

3月　March
○ブルーアース2017
3 月 2 日（木）～ 3 日（金）
http://www.jamstec.go.jp/maritec/j/
blueearth/2017/invitation.html

○4th IGS（international Geoscience 
Symposium）Precambrian World 2”
in Fukuoka
3 月 3 日（金）〜 5 日（日）
場所：九州大学西陣プラザ
http://www.kochi-u.ac.jp/marine-core/
precambrian_world/PW2017/top.html

○第51回日本水環境学会年会
3 月15日（水）～17日（金）
会場：熊本大学黒髪キャンパス
https://www.jswe.or.jp/guest/entry.php

9月　September
★ 日 本 地 質 学 会 第124年 学 術 大 会

（2017松山大会）
９月16日（土）～18日（月）
場所：愛媛大学理学部ほか（松山市文京）

（注）松山市内では同期間中に医学系など他
学会の開催が予定されています．宿泊予約が
混み合うことが予想されますので，早めの宿
泊予約をお勧め致します（近年学会を通じて
の宿泊手配は行っていません．各自でお手配
をお願いします）．

訃　報

次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員　倉沢　一（11月13日）　　　　　正会員　加藤萬太郎（ 4月15日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上砂正一（ 6月 7日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木一久（ 7月13日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木和博（10月15日）
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　筆者はGillian R. Foulger（Durham大），Dapeng Zhao（東北
大）と共同して，地球惑星科学連合大会においてJpGU-AGU 
ジョイントセッション「Do plumes eixt?（マントルプルーム
は存在するか）」を2016年 5 月24日に開催した．このセッショ
ンの背景にあるプルーム論争，開催に至る経緯，当日の様子に
ついて報告と今後の取り組みについて 2 回に分けて述べさせて
いただく．本稿ではプルーム論争について紹介する．

マントルプルーム仮説
　1971年にMorganによってマントルプルーム仮説は提案され
た．その際，プルームは以下のような特徴を持つと考えられて
いた．（1）ハワイやアイスランドなどのプルームは互いに固定
位置関係にある．（2）プルームからの噴出物によってハワイ海
山列などの火山列は形成される．（3）プルームは深部マントル
に根ざし，比較的未分化なマントル物質をより浅所へ移動させ
る．（4）プルームによって大陸は分裂する．（5）プルームはプ
レートテクトニクスの原動力である．（6）プルームは高温であ
る．
　2000年代には，プルームに伴う現象は以下のように修正ある
いは追加された．（i）洪水型玄武岩の活動に先立つ大規模な地
殻の隆起がある．（ii）洪水型玄武岩の噴出や大陸分裂はプルー
ムヘッドの到来による．（iii）マントル－核境界まで続く，直
径100−200kmの細いマントル流である．（iv）プルーム上をプ
レートが移動することによって火山列が形成される．（v）300
±100℃程度の正温度異常とそれに伴うピクライト質玄武岩の
活動を伴う．このような特徴を持つと想定されるプルームに関
連づけて，地質学，火成岩岩石学，地球化学，地震学など地球
科学のさまざまな分野でデータの解釈が行われて来た． 

眞島英壽（明治大学　研究・知財機構　黒曜石研究センター）

JpGU-AGUジョイントセッション“Do plumes exist?”を開催して（1）

図　プルーム論とプレート論（非プルーム論）の地球観を表す地球
断面図（Anderson, 2005）．

プルーム論争
　1971年に提案されたものの，タイトルに「プルーム」という
単語が入った論文が世界的に急増したのは1990年頃からであ
る．日本におけるプルーム論の受容もその時期であり，深尾ら
によるマントルトモグラフィがきっかけの一つであったこと
が，1994年の地質学雑誌第100巻 1 号などからうかがえる．
1990年代はプルーム説の受容期であったが，一部の懐疑論者か
ら，プレートテクトニクスなどの浅部マントルの運動に原因が
あるとする非プルーム論（プレート論）が提案されるとともに，
プルーム論に不調和な観察も蓄積された．その結果，2000年代
に入るとプルーム論者とプレート論者の論争，いわゆるプルー
ム論争が激しくなった．図 1 に示すように，プルーム論とプレ
ート論では地球観が全く異なっており，かつてのプレートテク
トニクス論争と同様に，地球科学のパラダイムに関する論争で
ある．また，両者は科学方法論的にも異なる．プルーム論はプ
ルームの存在を仮定し，正問題として観察を説明しようとする
傾向にあり，プレート論は観察事実への解釈の幅を狭めつつ，
逆問題として探索を進める傾向にある．すなわち，この論争は
地球科学の方法論に関する論争とも言える．プルーム論争は地
球科学の非常に多様な分野にわたっているが，本稿では，地震
学，地球化学，地殻変動の 3 分野の争点について紹介する．
　地震波解析に立脚する地震学的手法には，地震波の性質，観
測点の配置や地下構造モデルなどに由来する根源的な「不確か
さ」が存在する．論争では，それらの「不確かさ」を考慮した
上でプルームの存在を主張できるかが問題となっている．プル
ーム論者は均質なマントルを仮定し，トモグラフィに表れた地
震波の速度異常は，温度の不均一によるものと主張する．しか
し，地震波速度は温度だけでなく，全岩化学組成や部分溶融液
の有無によっても変化する．地震波速度の変化の面からは，例
えば，3 %の全岩Mg/（Mg+Fe）比の減少や1%の部分溶融液の
存在は，約200℃の温度上昇に相当する．エクロジャイトの地
震波速度は，200℃高温のペリドタイトのものに相当するほど
遅いと考えられている．このように実際には，温度以外の全岩
組成や岩相などのマントルの不均一による要素の方が，地震波
速度に与える影響は大きい．また，全マントル･トモグラフィ
における，震源と観測点の分布の偏りも問題となっている．環
太平洋などの変動帯や中央海嶺以外では，地震はほとんど起こ
らない．観測点は陸地に集中しており，海洋の観測点は不足し
ている．このため多くのケースで，太平洋などのデータが不足
する地域がある．本来は空白域とされるべきだが，トモグラフ
ィ上で標準値の着色がなされている場合が多い．さらに，プル
ームを主張するトモグラフィでは，計算結果の表示に低速度異
常を赤，高速度異常を青で表す方法がよく用いられる．この表
現が，速度異常の原因は温度異常であるとの印象を見る者に与
えやすいとの批判もある．これらの理由から，マントルの不均
一性やその他の要素に由来する「不確かさ」を考慮した場合，
正の温度異常を持つプルームを検知することは困難であるとプ
レート論者は主張している．
　次に，プルームの具体例と考えられた地域についての争点を
説明する．太平洋と南大西洋で下部マントルへ続くＳ波低速度
異常は「スーパープルーム」と呼ばれている．しかし，バルク
音速が高速度異常を示すことから，この地域の弾性率は高いと
考えられている．弾性率は温度上昇とともに減少するため，Ｓ
波低速度異常を温度正異常のためとすることができない．この
ためプレート論者は組成の不均一がＳ波低速度異常の原因であ
る可能性が高いと考えている．最近，福井（兵庫県立大）らの
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グループによって，下部マントルの主要鉱物であるブリッジマ
ナイト（MgSiO3）に対して鉄やアルミが 2 ％置換するだけで，
これらの速度異常を説明できる可能性が示された．また，活動
的プルームが存在すると考えられている地域のうち，豊富な観
測点によって詳細に調べられているのはアイスランド，イエロ
ーストーンおよびドイツ･ベルギー国境のアイフェルである．
これらの地域のトモグラフィでは，低速度異常は深度400 km
まで程度しか続かず，マントル－核境界まで続くとする典型的
なプルームの特徴を示さない．ハワイについては，深度1000 km
の下部マントルまで低速度異常が続くトモグラフィが示された
が，プレート論者から，観測点の制約のため400 km以深の信
頼性は低いとの反論がなされている．
　地球化学的立場からは，プレート内玄武岩の成因との関連で
プルーム論が受容された．プレート内玄武岩のSr-Nd-Pb同位体
組成が海洋・大陸地殻など地表物質のリサイクルを示唆したた
めである．論争では地球化学的データが地球化学的貯蔵庫の場
所や，マントルの上昇モードについての情報を有しているか否
かが問題となっている．古典的プルーム論では，地表物質を含
む沈み込んだスラブがマントル深部で同位体進化した後，プル
ームとして上昇して玄武岩マグマを発生させると考えられてい
る．しかし，プレート論者は，すべてのスラブが下部マントル
に達するまで沈み込むわけではないと考えている．また，付加
体物質を含む大陸リソスフィアも地球化学的貯蔵庫の候補の一
つである．希ガスHe核種の一つである3Heは，地球形成後，宇
宙へ飛散し続ける始原的安定同位体である．このため，高い
3He/4He比をもつプレート内玄武岩は，下部マントルからのプ
ルームの証拠と見なされている．しかし，プレート内玄武岩の
3H含有量はMORBと比較して高いわけではない，また235U，
238Uおよび232Thのα崩壊によって4Heが生じるため，メルトの
3He/4Heは起源物質のU-Th含有量にも依存する．プレート論者
は，低3He/4HeメルトはU-Thにとんだ地殻物質のリサイクルで，
高3He/4HeメルトはU-Thに乏しい溶残マントルや沈積ダナイト
のリサイクルで，それぞれ生じうると考えている．著名な地球
化学者であるHofmann（マックスプランク化学研究所）は

「Geochemistry cannot prove mantle plumes, but….（地球化学
はマントルプルームを証明できない，しかし…）．」と2014年の
AGU Fall Meetingの講演で述べた．
　最後にプルーム論と関連づけられた地殻変動について述べ
る．プルーム論では，天皇－ハワイ海山列は太平洋プレートが
プルームの上を移動することによって生じ，天皇海山列からハ
ワイ海山列への方向の変化は，太平洋プレートの運動方向が変
化したためと考えられていた．しかし，地磁気やグローバルな
プレート運動の研究の結果，そのようなプレート運動方向の大
変化はなかったと現在では考えられている．プルーム論では玄
武岩の噴出の前に，プルームの到来によるドーム状の地殻隆起
が起こると考えられている．南中国エミシャン玄武岩の基盤石
灰岩の隆起は，その典型例と考えられていた．しかし，その後

の研究でこの隆起は，通常の火山島などにみられるのと同様な
火山噴出物の堆積によるものと再解釈されている．また，プレ
ート内玄武岩近似組成の後期中新世北西九州玄武岩の活動に先
立つ隆起は，プルーム論ではマグマ物質のアンダープレートに
よると考えられていた．しかし，この時期，西南日本はインバ
ージョンの時期であり，北西九州沿岸にも，この時期にできた
と考えられる褶曲構造が認められる．このようにプルームと関
連づけられた地殻変動は，その後の精査によってプルームを考
慮しなくても説明できることが明らかになってきている．
　このように論争を通じて，それぞれの地球科学的手法の持つ

「根源的不確かさ」を考慮した場合，プルーム論を主張するこ
とが困難であることが広く理解されつつある．また，エミシャ
ンなどの例を通じて，プルーム論争においても，地質学的証拠
に基づく緻密な考察が重要であることも理解されつつある．紙
面の都合で，論争全体について説明や文献の紹介をすることは
できなかったが，興味のある方は下記の文献とそれらに引用さ
れた研究に当たっていただきたい．プルーム論争に関連する国
内情勢，セッション当日の様子および日本地質学会への期待に
ついては次稿で述べさせていただく．
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後　誠介（和歌山大学）

　地震火山こどもサマースクールは，研究の最先端にいる専門
家が，子どもの視点で地震・火山現象のしくみ・本質を直接語
る，災害だけでなく災害と密接な関係にある自然の大きな恵み
を伝える，この 2 つの目的のために，日本地震学会，日本火山
学会，日本地質学会の 3 学会が中心となって，夏休みに毎年開
催されてきました．第17回を迎えて開催地が公募で選ばれた最
初のサマースクールであり，紀伊半島の南紀熊野ジオパークに
おいて，「南紀熊野の海と山のヒミツ」をテーマにして，8 月
20・21日（土・日）に，和歌山県串本町と古座川町で開催され
ました．

　実行委員長を此松昌彦氏（和歌山大学）が務められ，宍倉正
展（産業技術総合研究所），松原誠（防災科学技術研究所），和
田穣隆（奈良教育大学），三浦大助（電力中央研究所），柴田伊
廣（文化庁）の各氏を委員とする実行委員会が構成され，学会
事務局を中川和之（時事通信社），佐藤明子（平塚市立中原中
学校）の両氏，開催地事務局を南紀熊野ジオパーク推進協議会
事務局が担当されました．運営費は，子どもゆめ基金ならびに
実行委員会を構成する南紀熊野ジオパーク推進協議会を加えた
4団体が負担されました．講師陣は実行委員に加えて木村学氏

（東京海洋大学）のほか，実験担当を白井孝明（室戸ジオパー
ク），林信太郎（秋田大学），内記昭彦（都立白鵬高校・中学校）
の各氏を始めとする方々が務められました．

　 8 チームに分かれた38名の参加者（小学生13名，中学生16名，
高校生 9 名／県内27名，県外11名）に与えられた 2 日間のミッ
ションは，“「南紀熊野の海と山のヒミツ」を解き明かそう！”．
具体的には
　① 南紀熊野の海と山で発見したものはどんなもの？ 
　② 南紀熊野の最南端で現在何が起きているか，将来はどう

なるか？ 
　③ 南紀熊野でどう遊び，どう暮らすか？
　④ 南紀熊野ジオパークのおすすめジオツアー！
2 日目午後の公開フォーラム（一般公開）において，その成果
を発表するというものでした．

【 1 日目】
　串本町文化センターで行われた開会式・オリエンテーション
では，このサマースクールの進め方についての説明がありまし
た．まず，自分が疑問に思ったことや自分の考えをみんなに発
言することによってポイントカードが与えられ，各チームでポ
イントカードの枚数を競います．このシステムは，子どもたち
の活発な発言を引き出すのに有効に機能しました．そして次に，
各チームに大人 2 名（ジオパークガイド，大学生など）のチー
ムサポーター（通称“大きなこども”）が付きますが，このチ
ームサポーターは子ども同士の学び合いや講師とのやりとりを
促す役に徹して，地学の知識を持っていても解説は行わないと
いうことです．参加者が自ら学び考えることを重視するためで
す．

　最初に向かったのは，串本町文化センター近くに設置された
K-NET（強地震観測網）串本観測点でした．「地震が起こると
何が知りたいですか？」という松原誠氏の謎かけに対して，子

写真 1 　生痕化石などを探す子どもたち（串本海中公園の磯）

どもたちからはポイントカードをめざして活発な意見が出まし
た．
　次に，大型バスで「くしもと大橋ポケットパーク」に移動し
ました．本州最南端の景色の不思議を発見しようというのです．
眺望の良い展望台のうえから，子どもたちは南紀熊野の海と山
の特徴（段丘，トンボロ，橋杭岩，海，遠くの山など）を見つ
けていました．「地震が起こりそうなところはどこでしょう
か？」という此松昌彦氏の謎かけを通して，南海トラフから紀
伊半島までのスケール感を意識するように誘導されました．移
動のバスのなかでも，子どもたちの活発な質問は続きましたが，
講師陣はヒントや視点を与えるだけに留めました．「くしもと
大橋ポケットパーク」は，串本と大島を結ぶ交通量のやや多い
のところなので，7 名の安全スタッフが活躍しました．
　次いで，串本海中公園へバスで移動し，その脇の磯に降りま
した．ここから先に観察した段丘とトンボロを改めて観察する
とともに，海食台で生痕化石探しをしました．ただし，生痕化
石の正体については，あえて課題として残しました．
　ここからはひと山越えて古座峡へ移動して，日本の地質百選

「古座川弧状岩脈」の一枚岩を見ながら昼食．「一枚岩を倒した
ら車が2000台入るか？」という謎かけが三浦大助氏から，「ど
うして一枚岩は大きいのか？」という謎かけが和田穣隆氏から
なされ，「どうやって一枚岩はできたのでしょうか？」という
謎かけをめぐって講師陣と子どもたちが討論をしました．また，
この岩石に形成されやすいタフォニを見つけ，質問する子ども
がいました．

　野外観察を終えた子供たちは，潮岬青少年の家へ．此松昌彦
と木村学の両氏から野外観察を整理する問いかけがなされ，次
いで 3 つの実験に向けて誘導が行われました．実験 1 は，白井
孝明氏による津波実験用水槽を用いたデモ実験でした．子ども
たちは，津波により砂礫が分級されながら移動することを観察
しました．あわせて「津波と普通の波は何が違うでしょうか？」
という謎かけが出されました．実験 2 は，林信太郎氏の指導に
よる波の侵食作用の実験でした．トレイの中に歯科印象材で作
成した細長い岩脈を置き，その上に砂をかけて大地として準備
されています．子どもたちは，そのトレイに水を入れて揺らし
て波を起こすのです．波によって砂が侵食されて，岩脈が現れ
ることを観察しました．そして実験 3 は，内記昭彦氏の指導に
よるゼリーとラー油を用いたマグマの動きの実験でした．注射
器を用いて着色した模擬マグマをペットボトルに注入すると，
マグマ溜まりができて，ペットボトルを揺すると模擬マグマが
上昇するのを観察しました．模擬マグマの形状・動きが良く観
察できて大好評でした．

　夕食・入浴後は，夜のお話（30分間）とチームミーティング．
夜のお話は，次の 5 つのテーマ．
　① 火山の噴火と岩脈（三浦大助氏，和田穣隆氏）
　② 南海トラフ地震と津波（此松昌彦氏）
　③ 地震の調べ方（松原誠氏，齋藤竜彦氏）

第17回地震火山
こどもサマースクールの報告
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REPORT

　④ ヤッコカンザシで調べたこと（宍倉正展氏）
　⑤ ジオの恵みの話　食や歴史の話（仲江孝丸氏）
子どもたちは，5 会場に分かれてチームから派遣され，チーム
ミーティングで報告しなければならないので，どの会場も集中
していました．チームミーティングでは，翌日の公開フォーラ
ムに向けて，活発な意見交換が行われました．

【 2 日目】
　紀伊田並（串本町）に残る津波石碑とすぐ近くに建設された
津波避難タワーの見学から始まりました．津波石碑ではジオパ
ークガイドから，津波避難タワーでは町防災担当者から説明を
受けながら，活発に質問をしていました．
　そして，見事な景観の橋杭岩へ移動しました．三浦大助と和
田穣隆の両氏が連携して，ハンドアウトの空撮写真なども活用
しながら，「橋杭岩の伸びる方向は？」・「橋杭岩の岩質は？」・

「橋杭岩の西側にある転岩は？」に焦点を当てて解説と謎かけ
をしました．「橋杭岩の岩石に少しだけ別の岩石が入っている」
のですが，まだ誰も良く調べていないので考えてみようという
研究課題も示されました．また道の駅「くしもと橋杭岩」の 2
階からは，宍倉正展と此松昌彦の両氏が，ヤッコカンザシで調
べた津波石について解説と謎かけをしました．橋杭岩を見なが
ら食べた，熱中症対策のシャーベットは，格別の味がしました．

　ここからは串本町文化センターに戻って，昼食と公開フォー
ラムでの発表の最終準備に入りました．最初に与えられたミッ
ションにどのように答えるのか，これまでに与えられた謎かけ
などを手掛かりにしながら，活発に意見交換をして，発表原稿
や投影用画像の準備をしました．この最後の準備では，講師陣
に加えてスタッフもサポートにまわりました．

　公開フォーラムは，串本町文化センター大ホールで行われま

した．参加者の保護者，ジオパークガイドのほか，一般の方々
が来場されていました．此松昌彦実行委員長の挨拶の後，木村
学氏による基調講演「日本列島の成り立ちから地球を眺める」
を受けて，子どもたち 8 チームの発表が行われました．
　ミッション①南紀熊野の海と山で発見したものはどんなも
の？に対して，「海岸ではサンゴの塊や生痕化石，山では一枚
岩．上流から流れてきた黒い石．虫喰岩と橋杭岩．隆起してで
きた陸地．ゼリーとラー油の模擬マグマの実験．」などが紹介
されました．②南紀熊野の最南端で現在何が起きているか，将
来はどうなるか？に対しては，「地震に伴って地面が隆起して
いること．マグマでできた橋杭岩が削られて小さくなっていく
こと．今の土地の様子を記録していくことが大切．」などが発
表されました．③南紀熊野でどう遊び，どう暮らすか？には，

「海がすごくきれい．橋杭岩も素晴らしい．古座川から流れて
くるミネラルのおかげで，アワビやサザエがたくさん採れる．
家族を案内したい．」などの答えが出されました．④南紀熊野
ジオパークのおすすめジオツアーについては，「古座川エリア
の観察ポイントと美味しい食べ物を組み合わせたコース．海岸
エリアの観察ポイントと美味しいトルコアイスを組み合わせた
コース．朝日の昇る橋杭岩と川辺の一枚岩を組み合わせたコー
ス．古座川をカヌーで下りながら観察するコース．」など，す
ぐにでもツアー化できるコースが提案されました．
　そして，最もたくさんのポイントカードを集めたチームが代
表して，此松昌彦実行委員長から認定証を受け取り，それが参
加者全員に手渡され，第17回地震火山こどもサマースクールは
閉会しました．

　学会関係者，南紀熊野ジオパークガイド，開催地の自治体・
教育委員会職員などからなるスタッフは60名．本部，コーディ
ネーター，安全担当などのさまざまな役割分担が機能して，円
滑に運営することができました．

左から，写真 2 　古座川の
一枚岩を観察する子どもた
ち（ 道 の 駅「 一 枚 岩 」 付
近）．写真 3 　橋杭岩を観
察する子どもたち（道の駅

「くしもと橋杭岩」付近）

左から，写真 4 　ゼリーとラー油を用いた模擬マグマの実験．写真 5 　チームミーティングの様子．写真 6 　公開フォーラムでの発表（串
本町文化センター）
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2016 Island Arc編集委員会報告
　日本地質学会の公式英文誌Island Arc（IAR）は2016年に創刊
25周年を迎えました．この節目の年の刊行巻であるVolume 25の
編集と刊行をつつがなく完了したことをここに報告いたします．

Volume 25に29編の論文を掲載
　IARは2016年から隔月刊行となりました．Issues 1 〜 6 で構
成されるVolume 25には29編の論文が掲載され，総ページ数は
440 p.でした．また，2016年に受け付けた投稿論文は11月 1 日
時点で74編でした．掲載論文数・総ページ数・投稿論文数とも，
2015年（Volume 24）とほぼ同じ水準です．
　Volume 25に掲載された論文の第 1 著者の所属は，日本国内
が19編（全体の66%），オーストラリア（ 3 編），中国（ 2 編），
インド・イタリア・イラン・パキスタン・韓国（ 1 編）でした．
2016年に受け付けた投稿論文で見ると，日本（29編，全体の
38%），中国（14編），イラン（ 7 編），インド（ 5 編），イラク・
韓国・エジプト（ 3 編），米国・ルーマニア・イタリア・オー
ストリア（ 2 編），フランス・レバノン・オーストラリア・ナ
ミビア・スロバキア（ 1 編）となっています．2015年において
も，掲載論文の80%が国内から投稿されたものである一方で，
全投稿論文に占める国内からの投稿論文の比率は37%にすぎま
せんでした．このことは国外から投稿された論文の相当数が受
理・掲載にまで至っていないことを意味します．
　Volume 25の掲載論文はWiley Online Libraryにて全編閲覧
することができます．日本語抄録も掲載されていますので，是
非ご覧ください．
http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/iar.2016.25.issue-6/
issuetoc

受理からEarly View掲載までの日数を短縮
　年 4 回（4 issues）刊行だったVolume 24においては，論文
受理からEarly View掲載までの平均日数は180日でした（最短
52日，最長247日）．隔月刊行となったVolume 25では，Issues 
1 〜 2 に掲載された論文18編（2015年中に受理）の平均日数は
164日（最短119日，最長216日），またIssues 3 〜 6 に掲載され
た論文11編（2016年に入ってから受理）の平均日数は139日で
した（最短93日，最長183日）．この 2 ヶ年で受理から掲載まで
の平均日数が41日短縮したことになります．これは，隔月刊行
への移行に加えて，今年から特集号を全てバーチャル化したこ
とが要因と思われます．すなわち，特集号の受理論文はEarly 
Viewの後，速やかに一般号にて出版され，同時に各特集号の
webページに反映されるようになりました．これによって，特
集号の受理論文は同じ特集号の他の論文の査読状況に左右され
ることなく，順次出版されていきます．
　しかし，受理から掲載まで139日というのは隔月刊行として
は長すぎるでしょうし，理想（60日以内）からもかけ離れてい
ます．今後も受理論文の早期掲載を一層進めることを念頭にお

いて，編集業務を進めてまいります．

2015年IFは1.397
　2016年 6 月，トムソンロイター社より2015年のインパクトフ
ァクター（IF）が発表されました．2015年のIFは2014年と2013
年の被引用回数を反映します．2008年から2014年までのIARの
IFは1.012 〜 1.182の範囲に留まっていましたが，2015年のIFは
過 去 最 高 の1.397に ま で 上 昇 し ま し た． 一 方，Geosciences 

（Multidisciplinary）分野でのランキングは111位/184誌（2015
年）でした．上位50%以内への仲間入りはもう少し時間がかか
りそうです．

Island Arc賞
　2016年のIsland Arc賞（Island Arc Award）は，

Yamamoto S. et al. （2013） Recycled crustal zircons from 
podiform chromitites in the Luobusa ophiolite, southern 
Tibet. Island Arc, v. 22, pp. 89−103. 

に授与されました．

最多ダウンロード賞
　最多ダウンロード賞（Most Downloaded Award）は，過去
5 年間にIARから出版された論文の中でその後の一年間で最も
多くダウンロードされた論文に対してWileyより贈られます．
ただし，同一論文の受賞は一回に限られます．2015年最多ダウ
ンロード賞（対象論文は2010〜2014年に出版）は，

Kouketsu Y. et al. （2014） A new approach to develop the 
Raman carbonaceous material geothermometer for low-grade 
metamorphism using peak width. Island Arc, v. 23, pp. 33−50. 

に授与されました． 

Publonsの導入
　2016年 9 月，IARの 投 稿 査 読 シ ス テ ム（ScholarOne 
Manuscript）にPublonsを導入いたしました．Publonsは論文
査読者にcreditを付与する無料のサービスで，2 万誌以上のジ
ャーナルが利用しています．Publonsを導入したことで，IAR
の査読者は論文査読の事実を履歴書や業績集に含めることがで
きるようになりました．査読者にはPublonsを通じてcreditが発
行されます．なお，IARはWiley推奨のオプション「査読論文
のジャーナル名は記載されるが，査読コメントはブラインド扱
いとし公開しない」を採用しています．

投稿著者ORCID ID入力の義務化
　2016年11月から，Wileyの運営方針に沿って，IARの投稿査
読システムにおいて投稿著者（Submitting author）にORCID 
IDの入力を義務づけています．ORCIDは研究者個人を特定す
るためのIDです．これまでは，データベースからある研究者の
論文リストを作成しようとした場合，同姓同名の研究者の存在，
所属機関の異動，改姓・改名，名前の表記の不統一などの問題
がありました．研究者がORCIDを持つことで研究者本人とそ
の業績を正確に結びつけることが可能になります． 

今後のIARに関して
　現在，Wileyではより効率的で迅速なプロダクションを可能に
する新しいワークフローへの移行を進めており，その第一段階
として，Volume 26（2017年）Issue 1 から，誌面レイアウトが
大幅に刷新されることとなりました．またこれに伴い，これま
でIARが採用してきたContent Style Sheetも一部改訂されます．
　IARは，わが国の地質科学界を代表する国際誌として，誌面
のさらなる充実と高インパクト化を目指して，今後も改革を行
ってまいります．IAR編集委員会へのご支援とご協力をよろし
くお願いします．

　Island Arcは，年 6 回発行されます．最新号の
Volume 25 Issue 6 が2016年11月に発行されました．
日本語要旨をニュース誌と学会ホームページ

（http://www.geosociety.jp）にも掲載しています．
全文はオンライン（http://onlinelibrary.wiley.com/
journal /10.1111/（ISSN）1440-1738）で無料閲覧で
きますので，是非ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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日本地質学会125周年記念特集号の状況について
2016年12月

125周年記念特集号企画委員会　宮下純夫

　2018年に迎える日本地質学会創立125周年記念事業のさきがけとして，2017年より様々な企画が始まります．今回の125周
年にあたっては，「日本の地質学100年」以降の25年間における各分野の進展や成果を地質学雑誌特集号として2017年から 2
年間にわたって順次取りまとめることとなっています．125周年記念特集号は当初の予定では2017年の 1 月号からの開始を予
定していましたが，実際の投稿・編集作業の遅れのため，開始時期については多少遅れる見込みです．
　前回に報告して以降，さらに追加の申し込みがあり，現在予定されている記念特集号は14タイトル16号分となっています．
また，実際の分量によってはさらに号数が増える可能性もあります．以下に記念特集号の構成を示しますが，タイトルに関
しては仮題であり，順序は掲載順序を示すものではありません。また、地学教育に関しての個別総説論文も予定されていま
す。これらの特集号が順調に進行し，地質学会の学術活動がさらに活発化することを願っています．

125周年記念特集号の個別タイトル
○深海掘削計画（IODP）と深部掘削船「ちきゅう」10年

の成果（２分冊）
○水蒸気噴火の地質学的研究の進展
○日本の火成岩研究の進展と展望
○日本の変成岩研究の進展と展望
○構造地質学の最近25年の成果と今後の展開（２分冊）
○日本列島の形成
○グリーンタフ・ルネサンス

○日本の応用地質学の進展と展望
○オマーンオフィオライト
○「泥火山」の新しい研究展開に向けて
○付加体地質中に残る深海堆積相の研究：進展と展望
○日本の古津波
○堆積学・堆積地質学の日本における進展と展望
○第四紀地質学の新展開

（○地学教育に関する個別総説論文）

支部コーナー

2016年度関東支部功労賞候補者募集

公募期間：2016年12月10日～2017年 1 月10日

対象者：支部活動や地質学を通して広く社会貢献をされた
関東支部内に在住の個人・団体
＊社会貢献や活動の評価においては，必ずしも学問的な成
果を問うものではありません．

詳細は，ニュース誌11月号または，支部HPをご覧下さい．

表紙紹介

ハワイ溶岩エントリー

写真・文：清川昌一（九州大学）

撮影場所：ハワイ島南海岸，USA

　九州大学地球惑星科学部門では2016年度より，火山学習
の強化一環として学生海外巡検を行うことになった．写真
は2016年 9 月27日の溶岩流入の状況である．溶岩の出所は
キラウエア火山の東側，プーオーオー火口からの噴出で正
断層の崖を下り降りて，溶岩トンネルを使って海岸線に流
れ出ている．
　この写真は東側から撮影したもので，水蒸気をもくもく
とあげる溶岩エントリーがよく見え，蒸気から赤い溶岩も
垣間見える．すると，観光客を乗せたボートが溶岩エント
リー部分に近寄ってきて，数mの至近距離まで近づいてい
た．さすがアメリカである．次回はこのボートに乗れるよ
う計画中である（お値段200$ぐらい）．
　私は修士のときに，大学のハワイ巡検に参加し，マウナ
ケアの雄大さに地球の偉大さを感じたものである．今回の
巡検は大学から半額サポートがあるにもかかわらず，学科
50人中15人しか参加希望がなかった．地質離れは深刻であ
るが，どうにかしてこのような場所に実際に行って，地球
の雄大さや歴史を感じてほしいものである．現在キラウエ
アカルデラのハレマウマウ火口は噴火のために近づけない
が，夜運がよければ幻想的なオレンジ色の溶岩湖での噴火
をジャガー博物館展望台から見ることができる．
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院生コーナー

はじめに
　2016年 9 月 2 日から10日の 9 日間にかけて，北海道・伊達市
において，陥没カルデラワークショップ（Collapse Calderas 
Workshop）が開催された．陥没カルデラワークショップは，
陥没カルデラや，巨大噴火に関する様々な現象を理解すること
を 目 的 にIAVCEI（International Association of Volcanology 
and Chemistry of the Earth’s Interior）に設置された小委員会
である．これまでに，2005年10月にスペイン・カナリア諸島テ
ネリフェ島で開催された第 1 回研究集会から第 2 回がメキシ
コ・ケレタロ市郊外（2008年10月），第 3 回がフランス・レユ
ニオン島（2010年10月），第 4 回がイタリア・ボルセーナ（2012
年 9 月），第 5 回がニュージ―ランド・タウポ（2014年12月）
で，それぞれ開催されている．今回の北海道・伊達市の研究集
会はこれらに続く第 6 回目であり，初の日本における開催であ
る．研究集会では，室内における研究発表および討論のほかに
野外巡検が行われている．研究集会には計10ヶ国，47名が参加
した．開催国の日本のほかに，アメリカ，イギリス，シンガポ
ール，カナダ，ロシア，ジョージア，メキシコ，イタリア，ニ
ュージーランドからの参加があった．
　今回筆者は，学部から修士 1 年時における研究成果をポスタ
ー発表するため，研究集会および，トレーニングコースに参加
した．今回，指導教員である長谷川健准教授から初めてこのお
話をいただいた時は，筆者にとっては初めての研究集会という
こともあり，楽しみと不安が入り乱れた状態であったが，日本
での開催ということ，指導教員が主催者の 1 人ということがあ
と押しし，参加を決めた．参加を決めてからというもの，不安
よりも楽しみの方が日に日に勝っていくのを感じた．特に，研
究集会における野外巡検およびトレーニングコースにおいて，
北海道の地質を生で観察できることが楽しみであり，出発の前
日は楽しみで一睡もできなかったほどだ．

トレーニングコース
　 9 月 2 日から 4 日にかけて行われたトレーニングコースは，
初日と 2 日目の午後にフィールド実習が行われた．前日に北海
道を台風が襲ったということもあり，初日の実習中はメンバー
全員が集まらずに小旅行のような雰囲気で行われた．初日は金
毘羅火口周辺において，有珠山2000年噴火におけるラハール堆
積物や火山弾を観察した．金毘羅火口周辺には，これらの被害
を受けた建物が保存されており，屋根を火山弾が突き抜けた箇
所や，ラハールが建物に直撃し建物内部が被害を受けていた事

実を確認した．筆者を含め参加者は，その被害の様に息を呑ん
だ．筆者は第四紀火山が分布していない茨城に住んでおり，こ
のような被害事実をテレビあるいは文献資料でしか確認したこ
とがないため，新鮮であることに加え火山の持つ強大な力を生
で感じることができた良い経験となった．続いて，昭和新山ロ
ープウェイを使い有珠山外輪山へ移動し，洞爺カルデラや有珠
山火口・ドーム群を観察した．北海道の雄大な自然と火山地形
を観察し，これからの研究集会がより一層楽しみなものとなっ
た．その後，遅れてきた参加者と合流し，宿である大滝セミナ
ーハウスへと移動した．セミナーハウスでは，下司信夫氏（産
総研）によりカルデラについての講義がなされ，基本的な現象
から，今後検討すべき事象について説明がなされた．初日の夜，
2 日目の夜は参加者の自己紹介が行われ，各自の研究について
かるく知ることができた．その後，お酒を飲みながら友好を深
めていった．
　 2 日目は，John Browning氏により，カルデラ火山における
マグマの活動と断層に関する研究レビューと見識についての講
義が行われた．そして，フィールド実習前に長谷川健氏（茨城
大）から，洞爺カルデラと有珠山の噴火史について概要と今回
の観察ポイントについて説明がなされた．その後，車に分乗し
観察ポイントへと移動した．車での移動の最中には，お互いの
趣味や研究について会話がなされ，非常に楽しい移動時間であ
った．最初の観察は洞爺カルデラから南方10 km地点の橋の上
で行われ，洞爺火砕流堆積物の複数のユニットを遠方から確認
した．次の観察ポイントでは，カルデラ南方11 km地点の採石
場で行われた．ここでは高さ 8 mを超える火砕流堆積物の露頭
を確認できる．露頭中には複数のガス抜けパイプが認められた．
また，粒径10 cmを超える軽石が多数認められ，参加者はサン
プリングや記載を熱心に行っていた．採石場を少し上った所で
は，洞爺火砕流堆積物の上位にテフラ層が認められた．最後の
観察ポイントは，有珠山から南東 5 km地点の大根畑の傍の露
頭である．ここでは，有珠山1663年噴火を含む複数の降下テフ
ラが観察できた．露頭観察を終えた参加者のMadison Myers氏
が露頭記載から考えられる自身の意見を述べ，参加者全員に説
明していた．その堂々と説明している様子に筆者は感嘆し，自
身も積極的に発言をしなければならないと反省した．その後セ
ミナーハウスに戻り，野外実習にて作成した露頭柱状図を用い
て，有珠山の火口地形の形成過程や山体崩壊についての議論が
盛んに行われた．
　 3 日目の午前は，金子克哉氏（京都大）によりExcelのマク
ロ機能を用いて行う地殻とマグマだまり間における熱伝導をモ
デル計算式により再現する演習がなされた．筆者を含めた参加
者は，Excelを用いた視覚的な熱伝導の再現に感嘆していた．
この演習を通して，筆者はマクロ機能の理解を深めなければ！
と感じた．続いて，Gerardo Aguirre-Dias氏による陥没カルデ

第 6回陥没カルデラワークショップ
参加報告

関根大輔　
茨城大学大学院理工学研究科理学専攻
地球環境科学コース博士前期課程 1年

写真 1 . 覚生地域の露頭にて，支笏カルデラ形成噴火の堆積物を観
察する巡検参加者
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院生コーナー

写真 2 . 美々地域
の露頭にて，支
笏火砕堆積物に
ついて解説する
富島千晴氏（北
大）（写真中央）

ラ形成に関する講義，Guido Giordano氏によるカルデラ火山の
マグマだまりについての講義がなされた．
　このトレーニングコースを通して筆者は，自身の英語技能の
無さを痛感した．良い研究者になるためには，地球科学に関す
る知識を深めるだけでは無く，語学能力も必要なスキルなのだ
と心に刻んだ．

研究集会
　9 月 4 日から10日にかけて開催されたワークショップは， 9
月 5 日から 6 日の 2 日間において研究発表が行われ，9 月 7 日
から 9 日の 3 日間において野外巡検が行われた．初日の夜には，
アイスブレーカーが行われ，参加者同士の交流が行われた．
　研究発表は，30分間におけるカルデラの成因，マグマだまり
との関係における基礎講演がShanaka de Silva氏，東宮昭彦氏

（産総研），Roberto Sulpizio氏，Darren M. Gravley氏，Guido 
Giordano氏によってなされた．その間に，ポスター発表者によ
る 5 分間の内容紹介がなされ，コアタイム前にそれぞれの研究
の理解を深めた．筆者は初めての研究集会に加え，英語で発表
するということから，極度の緊張に陥ったが，直前に親交を深
めた研究者から激励の言葉をいただき，問題無く発表をこなす
ことができた．ポスターコアタイムでは当時，筆者の研究が後
カルデラ火山のマグマ系まで深く結び付けられておらず，研究
進捗報告のようなものになっており，聴衆の関心を大いに集め
ることは出来なかった．しかし，その中でも足を運んでいただ
いた研究者の皆様には大変有意義なアドバイスをいただき，今
後の研究の方向性が見えてきた．
　野外巡検 1 日目は，支笏カルデラ形成噴火時における堆積物
を観察した．案内者は，北海道大学の中川光弘氏と富島千晴氏
である．案内者の 1 人である富島千晴氏は北海道大学の博士課
程の学生であり，露頭において解説する姿は同じ日本人の学生
として，筆者もあの様になりたいと思わせるぐらい堂々として
いた．最初の観察は，支笏カルデラ南東10 km地点，覚生地域
の砂防ダム工事の跡地であり，高さ20 mを超える露頭が複数
確認できる．筆者は，自身の研究地域とは異なるスケールの大
きな露頭に感動を覚えた．ここではマグマ水蒸気爆発堆積物，
プリニアンの降下軽石堆積物，噴煙中崩壊型火砕流堆積物，噴
きこぼれ型の火砕流堆積物，火砕サージ堆積物が認められる．
また，一部の火砕堆積物ユニット中に火砕流，火砕サージ，降
下火砕物が交互に認められる．これは巡検案内書によるとこの
火砕堆積物のユニットはイントラプリニアンであることを示し
ているとされている．この露頭では支笏カルデラ形成噴火がプ
リニアン噴火からイントラプリニアン噴火へ移行したことを示
している（写真 1 ）．次の観察ポイントは，支笏カルデラ東方
25 km地点，美々地域の露頭であり，ここでは下位から支笏降
下軽石堆積物，支笏火砕流堆積物が確認でき，最初のカルデラ
近傍地のプリニアン，イントラプリニアン噴火の堆積物との対

比に関する議論が行われた（写真 2 ）．続いての露頭では，支
笏火砕流堆積物の上位のテフラ層を観察し，カルデラ形成噴火
と後カルデラ火山のマグマ系について議論がなされた．
　野外巡検 2 日目は，クッタラ火山群形成時における火砕堆積
物を観察した．巡検案内者は電力中央研究所の三浦大助氏であ
る．午前中の観察ポイントはクッタラカルデラ北東 9 km地点，
白老町の牧草地の露頭である．ここでは，複数のテフラ層と他
火山由来のテフラの層位関係が確認できる．牧草地ということ
もあり，牛の群れの動きを気にしながらの露頭記載となった．
午後は，クッタラカルデラ南方 5 km地点，アヨロ海岸沿いで，
クッタラ火山群の爆発的噴火堆積物を観察した．ここは海岸沿
いで，荒々しい波が打ち寄せられ，参加者は濡れないように気
をつけて移動していた．波打ち際に点在する溶結レンズを含む
溶結凝灰岩をサンプリングしようとした筆者は靴が浸水し，足
元に不快感を覚えながらの露頭観察となってしまった．
　野外巡検 3 日目は羊蹄火山，尻別火山周辺の噴火堆積物を観
察した．案内者は，電力中央研究所の上澤真平氏である．最初
の観察は羊蹄火山北方 5 km地点，倶知安盆地で行われた．こ
こでは，支笏火砕流の本質物質で構成されるラハール堆積物や
湖成層を観察した．露頭において，上部の斜交層理の波長が下
部に比べ減少している点や，堆積物中に含まれている軽石がイ
ンブリケーションしていることが認められる．このことから，
現地では堆積環境などについて議論がなされた．次の観察は，
羊蹄火山東方10 km地点，京極で行われた．ここでは羊蹄火山
由来を含む，複数のテフラを観察できる．現地討論では，各テ
フラ層がどのような噴火形式によるものなのかについて議論さ
れた．最後の観察は，羊蹄火山南東15 km地点，喜茂別町で行
われた．この露頭では喜茂別火砕流，洞爺火砕流，支笏火砕流
の層位関係が確認できる．ここでは喜茂別火砕流堆積物中に発
泡度が低く，斑晶量の高い軽石が含まれることから，皆，嬉々
しながら記載やサンプリングを行っていた．野外巡検終了後は，
滞在先であるホテルに戻り，各研究者をそれぞれ 9 つの分野ご
とのグループに分け，陥没カルデラに関する現状の問題点や将
来性について代表者により報告された．そして，それぞれの分
野が協力して陥没カルデラの形成メカニズムを解明することが
必要であるという結論に至った．最後には，次回開催地が協議
の結果，インドネシア・トバカルデラに決定し，盛大な拍手と
ともに全日程を終えた．

感想
　今回のトレーニングコース及び研究集会は，開催国が日本で
あったため，国内の研究者および企業の方が多数参加された．
研究者，企業間における国内の横と縦の広がりが大きくなった
ほかに，国際会議ということもあり，外国人研究者とも友好を
深められ，終始良い雰囲気のなか行われていた．研究集会の日
程を終えた後は，毎晩，友好を深めた筆者を含む研究者たちが
プールで楽しい時間を過ごし，その後卓球や，カラオケなどを
楽しんだ．筆者は今まで研究集会というとお堅いイメージが払
拭できないでいたが，そのようなことは一切無く楽しいものだ
と気づいた．最後に，仲良くなった研究者と別れるときは，悲
しみの感情が沸き上がり，また初めて参加する研究集会が陥没
カルデラワークショップで良かったと心の底から思った．

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内
を目安に，e- mailでいただければ幸いです．
kouzu_0419@geol.tsukuba.ac.jp	 高津翔平（筑波大）
16nd204l@vc.ibarkai.ac.jp	 羽田裕貴（茨城大）
k0231215@kadai.jp	 山下大輔（熊本大）
yamada-masataka1@ed.tmu.ac.jp	 山田眞嵩（首都大）
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2017年度（2017．4～2018．3）学部学生割引・院生割引会費申請受付中

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．現在，次年度（2017年度）の会費についての申請を受付
中です．該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください（郵送に限る）．なお，これ
まで（～2016年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は終了していますので，
2017年度分の申請のみ適用となります．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2017 年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒 101-0032　東京都千代田区岩本町 2－ 8－ 15　井桁ビル 6階
一般社団法人日本地質学会

2017 年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第 2 章第 7 条第 1 項（1）に基づき，2017 年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）
を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　
会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院
研究科

専攻
前期 ・ 後期

年在学中

2017 年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．
指導教員（等）
　　所属：
　　氏名：� 印  　

最終受付〆切

2017 年 3月 31日（金）
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2017年４月〜2018年３月の会費額は
下記の通りです．

1 ．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は12月26日（月）です．
　2017年度分会費の引き落とし日は12月26日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．これ
より以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツカ
イヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

2 ．自動引き落としをご利用下さい．
　12月26日の引き落としには間に合いませんが，請求書に同封の書式にてぜひ自動引き落としのお申込をお願いいたします（2017年 6
月にも引き落とし手続きをいたします）．自動引き落としによる払込をより多くの会員に積極的に採用して頂きたく，ご理解とご協力
をお願いいたします．自動引き落としを希望する方は，「自動払込利用申込書」（News11月号巻末に掲載）をお送り下さい．

3 ．上記以外の方（お振り込み）
　12月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
　　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と
院生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．
これらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
　　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ
ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）�滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌
の送付を停止する．

　（2）�滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等
の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付がで
きないことがある．

　（3）�地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）�会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届
を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもって，
理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

2017 年度の会費払込について

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2016年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2017年度会費
にのみ適用となります．

会員資格 2017 年４月〜 2018 年３月分会費

　正会員 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請 5,000 円
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申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2016後期号）発行
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鉄鉄道と地質/地形とのコラボ
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8th Earth & Planetary photography contest

チャンスを逃さないスマホ /携帯写真でチャレンジ！

最優秀賞１点５万円
優秀賞 ２点２万円
ジオパーク賞 １点

１点
２万円

日本地質学会会長賞（注）
ジオ鉄賞 １点 １万円

１万円

スマホ賞 １点５千円
入選 数点 ５千円
佳作 数点

（注）日本地質学会会員対象

日本地質学会フォトコンテスト係
後援　（NPO）日本ジオパークネットワーク（JGN）　　　　　/（公財）深田地質研究所 深田研ジオ鉄普及委員会

地球/地質/地形の自然風景

〒101-0032 東京都千代田区岩本町 2-8-15

第8回

惑
星
地
球
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

惑
星
地
球
フ
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ト
コ
ン
テ
ス
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プロ・アマ・地質専門家・小中高生を問わず

協賛

（注）郵送での応募は締切日必着

電話 03-5823-1150　 photo@geosociety.jp

http:// www.geosociety.jp詳しくは

問い合わせ先

応募締切
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賞金
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